




























要約

 母性・女性・月経の各々に 5 つの属性を与えてそれぞれの相互依存関係を検討した。対

象は地域において異なる性格をもつ 3 つの高校、県立の女子短期大学、20 代から 30 代の

母親クラプとした。全体として「母性」は肯定的安定的効果を持つか、月経は無条件に否

定的ネガティプな傾向にある。それだけに母性の重視と共に月経の指導には明るく大切な

ものだとの肯定的受容的観点の指導が重要であるとの認識を得た。

 こうした認識のもとに既に月経指導を終了した中学生、高校生に講演会形式で医師が「性

教育」を行なった場合、生徒がいかなる反応をするか実例を呈示する。


